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未来に向かって環境のトータルアドバイザー

RIKKA REPORT
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中央環境審議会会長から環境大臣に対し､

｢水銀に関する水俣条約を踏まえた水銀大気排

出対策の実施について(第一次)｣の答申がなさ

れました (平成28年6月14日)。

【主な答申内容】

（１）水銀排出施設の種類及び規模並びにそれに

応じた排出基準(次ページ以降参照)

（２）測定頻度
施 設 頻 度

４ヶ月に１回排ガス量 4万Nm /時以上3

６ヶ月に１回排ガス量 4万Nm /時未満3

専ら硫化鉱を原料とする乾燥炉

年１回以上専ら鉛バッテリー ハンダ屑又はハンダクリーム、

を原料とする溶解炉

※水銀濃度の測定結果の記録･保管について適切な運用がされてい

、 。るか 都道府県等の立入検査が行なわれる予定です

水銀排出施設排出口から排出されるばい煙および揮発性有機化合物

中の水銀濃度測定についてのお問い合わせは､下記担当者まで

環境分析部 加藤雅士

環境調査課 後藤 彰、広瀬崇史

富士市本市場422の１ TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654
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排出基準(第一次答申)

１）石炭燃焼ボイラーの排出基準(案)

２）廃棄物焼却炉の排出基準(案)

３）セメントクリンカー製造施設の排出基準(案)
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４）非鉄金属製造に用いられる精錬及び焙焼の工程(一次施設)の排出基準(案)
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５）非鉄金属製造に用いられる精錬及び焙焼の工程(二次施設)の排出基準(案)


